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わが国がその資源を大部分外国? と頼らざるぞ得ない立湯でありながら，位界有数のがt済大国
に成長し得た陰) こは，微生物資源じり活用も大きく貢献しているものと思われる. 有用微生物の
探索は今けでは国内はもとより地球上の隅々まで目が向けられている 菌類についてもこれま
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求めて学術調査が繰り出され， 収集に取り泉氏んできたが， 総数64，200種 (Hawk器worth et al叶
1983) ともいわれる種類の多さから考えて遺伝子資源としての 1翁類の将来は21世紀を迎えて
も枯渇することはないであろう.
それにしても折角収集した菌類を使い捨てにしないで整瑚・保舟iし，長期的 ;ζ活用すること

も，今後わが醤での開発研究を進展させるための重要課題の一つである. これまで基礎的研究
機能の欠如から研究のための関類の標本や強株を一方的に欧米先進菌から借用してきたこと
に対する反省もこめて，学会としてもこの課題に真剣に対応して行かなければならな! ハと思う.
�� ������ � � ����� 1 : : : 1 ) ，スペインでの悶際会議の帰途，革命200)高年に燃えるパリに立

寄った. パリの新都心デファンス地区で先進悶首脳会議( アルシュサミット) が準々しく開催
され，混迷する世界経済から人類の生存にかかわる自然環境の鵠題まで， 20 tlt紀末の社会がか
かえている恋みをどのように解決して行くかが話し合われたという. そのパリ毘内 5 125.カノレチ
ェ・ラタンの東，セーヌ左岸のオステルリッツ駅に接して植物関( Jardin des Plantes) があり，
圏内に今度: の旅の目的の一つにしていたフランス国立自然誌博物館がある. 28年前に今関六也
先生がζこそ訪問されたが， その印象記( 森林防疫ニュース， 11(6)， 25， 1962) を当時大変
興味深く読んで以来? 忍にとって' 撞れの場所の一つであった その後に小林義援先生も訪れて
標本を調べられたそうである 今関先生の素晴しい紹介に蛇足を加えるのも気が引けるが，簡
単に私なりの印象を述べてみたい
パリ植物閣は1626年にルイ 13世が王室薬草闘として開設したのが始まりで， 1640年王立庭園
として一般に公開され，後 lと王立植物園 lこ紋求された. 18世紀にどュフォン (Buffon，������

1788) がE震災になって拡張され， 19泣紀にはセ…ヌ)I  [ ( ) ) 土堤まで法がった. 自然誌博物館はフ
ランス革命号機に植物園を改革し， 1793年に設立されたのである. 1640年以来の庭園に加えて，
18世紀にはフランス式庭闘， 19世紀には英国式庭園が完成された. 1936年に植物授示館 (Bo-
tany Gallery) が開設され，現の植物研究部門の母体となったという. 植物館員は 9 万坪の敷
地をもった続物! 衰の広大な綴に閉まれたヲパ 1) i1H誌のど真中とは思えない羨しい環境の中で研
究に没頭しているわけである.
Buffon の時代からあり 1806年にモテソレチェンジしたという総物園正門から入ると左側に

並ぶ自然誌博物館の研究棟のつに Labor乱t川町 de Cryptogamie があるーかねてから子嚢菌
額・不完全菌類の研究を通じて親交のあったりI¥Mouchacca Iζ立関口まで出湖えられ，早速
4  ���������������������������� H e i m が館長をされていたときで
当時の鍔々たる爵学者はもはや亡くなられたり，移られたり，引退されている. この場所で
Prof. H e i m が研究されていたとか， D r. L e  Gal ( マダガスカルの Discomycetes 研究)， D r. 
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a議後後

パリの国立自然誌博物館にて( ピュフォンを記念する石阪が壁に掲げられている〉

N  icot  ( 不完全菌類研究) 幸いに彼去とは研究所から自宅 K 電話を入れてm き元気なI討を聞
くととができたーなど著名な先輩が仕事をされたという研究室を回り，現在の歯学部門を担う
D r. C ailleux ( 奨生了袋菌j?A，現在は担子商獄研究) ， [)r. Locq  lIi  1下 Linarcl ( 焚生閑矧) など旧
知の筒学者を研究雫に訪ねた
多くのヨ ロッパの菌学研究所がそうであるよう fC，とこにも昔からの建物 ・胞設を大切に

使っていた 恐らく今関先生が28{手前 lζ見られた研究室と基木的にはほとんど変っていないも
のと舵察される ただ顕微鏡は1960年代 lζは予想、もできなかった ζ とであるが，白木製の高級
生物顕微鏡が幅を利かせていた 実験設備についていえば，わが国のように充実した内容を縦
している研究室はみられなかった 無菌作業台( クリ ーンベンチ) にしても，培茶室 lとしても，
菌株保存のための諸設備にしてもほとんどが旧式である
しかしながら，今関先牛が驚嘆されたl借1定的は依然としてItt以ーともいえる威容を誇ってい

たー航物般本として750万額修iをもっているといわれている そして，たとえば幽矧でいえば
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とができるのである. バリの臼然誌博物館 fCかさらず欧米の主立たな大学や例究所では，それぞ
れ独内のやりプJで標本の収集と盤理fC多大なエネノレギーを投入している このように欧米では
長期的な規点に立って菌怨iの収集をはかつているようである. 華やかな先端技術の研究の一方
で，こうした基礎的な部分こそ一国の学術文化の基幣となるものだが，その点わが国は依然と
して後進国である 段近の風潮である “scrap 3.nd  hllilt" が貨豆な資料の史うたにつながらなけ
れば幸いである
パ リ区民lζ愛されているというフォンテーヌブロ ーの奈の美しい臼然を闘の前にして，フラ
ンス国民の自然に接する態度を垣間見る思いがした
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